カソクド センサー ナイゾウ ホスウケイ オ モチイタ キョウイク カツドウ : ダイガクセイ ノ セイカツ シュウカン ノ カイゼン オ メザシテ by 川田 裕樹 et al.
79
Ⅰ . 緒言
これまでの数多くの研究によって、身体活動量や
全身持久力が高い者では、冠動脈疾患、高血圧、イ
ンスリン非依存性糖尿病などの様々な生活習慣病に
よる死亡率や総死亡率が低いことが明らかにされて
おり、運動量や日常生活全体の身体活動量を確保す
ることが健康の保持・増進ならびに疾病予防に対し
て有効であることは十分に認められている 1-3）。少
子高齢化にともなう医療費の高騰や生活習慣病罹患
者の増加が問題になっているわが国では、厚生労働
省『21 世紀における国民健康づくり運動（健康日
本 21（第二次））』において、目標値を定めて国民
の身体活動量を高めるための様々な施策を講じてい
る。国民全体のNCD（Non-Communicable	Disease	
;	非感染性疾患）の発症・死亡リスクを、歩数を
1500 歩増加させることにより約 2%、運動習慣者を
10%増加させることにより約 1%減少させることが
期待できることから、健康日本 21（第二次）では
成人（20 〜 64 歳）における 1日あたりの平均歩数
を、2010 年度の「男性 7841 歩、女性 6883 歩」か
ら 2022 年度には「男性 9000 歩、女性 8500 歩」へ、
また、運動習慣のある者の割合についても、2010
年度の「男性 26.3%、女性 22.9%」から 2022 年度に
は「男性 36%、女性 33%」へ増加させることを目
標としている 4,5）。
帝京科学大学における取り組みの一環として、保
健体育科目では主に一年生を対象とした実技科目
「健康体育Ⅰ・Ⅱ」の履修者に対して文部科学省新
体力テスト（以下、体力テスト）を実施し 6）、測定
結果を自己評価させることで健康・体力に対する意
識の向上を目指している。しかしながら、体力テス
トのみでは、自己の体力の現状については理解する
ことはできるものの、たとえ学生本人の体力値が低
かったとしても「十分な運動量を確保できているの
か、それとも運動不足なのか」という学生自身の実
感に直結しにくいため、自己の健康や生活習慣を見
直すきっかけにはなりにくいと考えられる。
一方、生活習慣の改善を図るには行動変容を促
すことが重要であり、肥満者に対するセルフモニタ
リングなどによる行動療法の有効性が報告されてい
る7,8）。また、筆者も肥満小児を対象に、加速度セ
ンサー内蔵歩数計とセルフモニタリングシ トーを用い
て、行動変容を目的とした減量プログラムを実施した
結果、肥満度の減少や血液生化学値（GOT、GPT、
LDL-C）の改善が見られたことを報告している 9）こ
とから、歩数計やセルフモニタリングシ トーを用いた
生活介入は、対象者への学習効果が高いことが推察
される。
そこで本研究では、自己の生活習慣への理解を深
めさせることを目指して新たに実施した「加速度セ
ンサー内蔵歩数計を活用した教育活動（以下、LC
教育活動）」について、その効果を把握することを
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目的とした（検討 1）。さらに、LC教育活動におい
て得られた測定・調査結果から、帝京科学大学上野
原キャンパス学生の身体活動量や生活習慣などの実
態を、特に身体活動量の多寡との関連性に焦点を当
てて明らかにするとともに（検討 2）、LC教育活動
の中で回答させた「生活習慣に関する学生の自己評
価（以下、生活自己評価点）」がどういった要因と
関連しているのかを検討することとした（検討 3）。
Ⅱ . 方法
A. 対象者
対象は、帝京科学大学上野原キャンパスで開講さ
れた保健体育実技・演習科目において授業の一環
として実施された LC教育活動を受講した学生のう
ち、後述する質問紙調査および身体活動量測定の両
方の結果を得ることができ、かつ、調査結果の使用
について書面にて同意を得ることができた 51 名（男
子：	19名 ,	18.9 ± 0.9 歳	;	女子：	32名 ,	18.7 ± 0.4 歳）
とした。なお、データ提供は自由意志であり、提供
の可否と授業評価には一切関係がなく、これによっ
て不利益は生じないこと、ならびに、今回の教育活
動および調査目的（検討 1〜 3の概要）を研究開始
前に説明した。
B. 加速度センサー内蔵歩数計を活用した教育活動の
概要および実施手順
今回の LC教育活動では、（1）加速度センサー内
蔵歩数計（ライフコーダ EX	4 秒版 ;	SUZUKEN、
以下 LC）の装着、（2）セルフモニタリングシート
の記入、（3）身体活動量に関する結果の返却および
生活習慣についての学習、の 3つを柱として授業を
進行した。
実施手順は、まず、授業内（活動の初回）におい
て LCおよびセルフモニタリングシートを配布し、
「2 週間 LC を装着し続けること」や「その間セル
フモニタリングシートに生活の記録を付ける」こ
となど、実施方法などを解説した。2週間後（活動
の 3週目）、授業内で LCおよびセルフモニタリン
グシートを回収し、その翌週（活動の 4週目）、LC
による身体活動量の解析結果（以下、LC個人結果）
を返却するとともに、生活習慣についての講義を実
施した。講義終了時に質問紙を配布し、翌週（活動
の 5週目）に回収した。
（1）加速度センサー内蔵歩数計の装着
本研究では学生に LCを貸与し、入浴時などを除
き原則として毎日、起床時から就寝時までの間、腰
部に 2週間装着させた。なお、今回実施した授業の
目的の一つは自身の日常の身体活動量を知ることで
あるため、LCを意識せずに普段通りの生活を行う
よう伝えるとともに、LCに表示される測定値を装
着者が見ることで身体活動量に影響が及ばないよ
う、LCにテープを貼って中身を見ることができな
いようにして貸与した。
（2）セルフモニタリングシートの記入
LCを学生に貸与している間、セルフモニタリン
グシートを用いて毎日の起床時間、就寝時間、歩数
計の装着時間、学内での活動時間やアルバイトの時
間、スポーツ活動・サークル活動の実施時間などを
記録させた。
（3）	身体活動量に関する結果の返却および生活習慣
についての学習
2 週間 LCを貸与した後、LC およびセルフモニタ
リングシートを回収した。LC個人結果は行動変容
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図 1.　ライフコーダによる身体活動量の個人結果の例（一部抜粋）
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支援ソフトウェア（ライフライザー 05コーチ	Ver.2.02	
SUZUKEN）にて解析し、セルフモニタリングシ トー
のコピーとともに学生に返却した（図 1）。
生活習慣についての講義では、規則正しい生活習
慣を確立することの重要性や、国民健康・栄養調査
による国民の身体活動量の現状 10）、『21 世紀におけ
る国民健康づくり運動（健康日本 21）』などについ
て解説するとともに、今回の課題を実施した者に対
しては、セルフモニタリングシートの記録と LC個
人結果とを照らし合わせることで、自己の生活習慣
を振り返るよう促した。また、今回実施した課題に
対する感想（感じたこと、学んだこと、気づいた点
など）を自由記述で書かせた。
C. 測定・調査項目
（1）質問紙調査
今回実施した LC教育活動の有効性（検討 1）、帝
京科学大学上野原キャンパス学生の実態（検討 2）、
ならびに帝京科学大学学生の健康状態や生活習慣な
どと生活自己評価点との関連（検討 3）を検討する
ため、質問紙調査により、①現在の健康状態、②現
在の体力、③運動・スポーツの実施状況、④平日の
睡眠時間、⑤朝食の摂取状況、⑥定期的な運動をし
たいと思っているか、⑦課題を通して生活習慣を振
り返ることができたか、を全て 4段階で回答させた
（表 1）。また、生活自己評価点を『今の自分の生活
は 5点満点で何点ですか』という設問を用いて 5点
満点で記載させ、自己の生活に対する評価の指標と
した。なお、これらの質問紙調査は 2011 年 11 月〜
12 月に実施した。
（2）身体活動量の測定
上記の LC教育活動において装着させた LCの測
定結果のうち、平日の歩数（歩）、総エネルギー消
費量（kcal）、運動量（kcal）を本研究に用いた。なお、
LCは 4 秒ごとの活動強度が加速度によりおおよそ
0（安静もしくは未装着）、0.5（微小運動）、1 〜 9
（歩行〜ジョギングレベル）の 11 段階に分類され、
CSV（Comma	Separated	Value）形式で表示され
る。今回 LCによって得られた身体活動量の結果と
実際の生活との整合性を保つため、測定期間におけ
る CSV ファイルと LC個人結果、およびセルフモ
ニタリングシートの記録とを照合し、起床から 2時
間以上経過してから装着している日、および 1日の
歩数が 1000 歩未満の日を「LCを装着し忘れた日」
と判断し、解析から除外した。
加速度センサー内蔵歩数計を用いた教育活動	−大学生の生活習慣の改善を目指して−
表 1.　質問紙調査の概要
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D. 統計処理
全ての連続変数は平均値±標準偏差で示した。単
一の質問項目における回答度数の差の分析には適合
度の検定（正確確率）および Bonferroni の多重比
較法を行った。各測定・調査項目の男女間の比較は
マン・ホイットニーU検定（正確確率）を用いた。
質問紙調査の各回答項目（4段階）は、「1」と回答
した場合に 1点、以下、「2」「3」「4」と回答した場
合にはそれぞれ 2点、3点、4点とし（表 1）、質問
紙調査、自己評価点、身体活動量（歩数、総エネル
ギー消費量、運動量）の関連分析にはスピアマンの
順位相関を用いた。さらに、自己評価点を従属変数、
形態（身長、体重）、質問紙の各回答項目および身
体活動量を独立変数として、ステップワイズ重回帰
分析を行った。
統計処理は IBM	SPSS	Statistics	Version	20（IBM	
Corp.）を使用し、有意水準はいずれの検定におい
ても p<0.05（両側検定）をもって有意とした。
Ⅲ . 結果
A. 検討 1 について
今回の LC教育活動が生活習慣を振り返るための
学習として有効であったのかを検討するため、「課
題を通して生活を振り返ることができたか」につい
て適合度の検定を用いて回答度数を比較した。その
結果、男女ともに回答度数に有意な差が認められ（そ
れぞれ p=0.002,	p<0.001）、男子では「どちらかと
いえば振り返ることができた」と回答した者が「まっ
たく振り返ることができなかった」と回答した者よ
りも有意に多かった（p=0.003）。一方、女子では「ど
ちらかといえば振り返ることができた」と回答した
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表 2.　対象者の身体的特性および身体活動量
表 3.　質問紙調査の回答度数
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者ほど生活自己評価点が高かった（男子：	rs=0.478,	
p=0.038	 ;	 女子：	rs=0.564,	p=0.001）。また、男子
では、総エネルギー消費量は「課題を通して生活を
振り返ることができたか」との間に有意な相関が認
められ、総エネルギー消費量が多い者ほど生活を
振り返ることができていたのに対し（rs=− 0.516,	
p=0.024）、女子では有意な相関がみられなかった。
一方、女子では、歩数は「運動・スポーツの実施状況」
（rs=0.604,	p<0.001）、「平日の睡眠時間」（rs=− 0.357,	
p=0.045）、「定期的な運動をしたいと思っているか」
（rs=0.591,	p<0.001）との間に有意な相関が認められ、
運動・スポーツをよく行っている者ほど、睡眠時間が
少ないほど、定期的な運動をしたいと思っている者ほ
ど、歩数が多かった。また、総エネルギー消費量およ
び運動量は「運動・スポーツの実施状況」（それぞれ、
rs=0.558,	p=0.001	;	rs=0.664,	p<0.001）、「定期的な
運動をしたいと思っているか」（それぞれ、rs=0.651,	
p<0.001	;	rs=0.678,	p<0.001）、「生活自己評価点」（そ
れぞれ、rs=0.552,	p=0.001	 ;	rs=0.592,	p<0.001）と
の間にも有意な相関が認められ、運動・スポーツをよ
く行っている者ほど、定期的な運動をしたいと思って
いる者ほど、そして、生活自己評価点が高い者ほど総
エネルギー消費量および運動量が多かった（表 4）。
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者が「あまり振り返ることができなかった」、「まっ
たく振り返ることができなかった」と回答した者
よりも有意に多い結果となった（それぞれ p=0.007,	
p<0.001）。
B. 検討 2 について
歩数は男子では 8268.1 ± 3730.5 歩、女子では
9967.3 ± 4504.1 歩であり、男女間で差は認められ
なかった。総エネルギー消費量は男子では 2350.9
± 365.5kcal、女子では 1882.9 ± 260.8kcal と、男
子で有意に高かったのに対し（p<0.001）、運動量
は男子では 265.3 ± 148.8kcal、女子では 258.7 ±
142.8kcal と、男女間で差は認められなかった（表 2）。
質問紙調査の回答度数を表 3に示した。質問紙調
査の回答度数について、男女間で差を検討したとこ
ろ、全ての項目で差はみられなかった。また、現在
の生活に対する学生の自己評価の指標である「生
活自己評価点」は、男子は 5点満点中 3.0 ± 0.9 点、
女子の点数は 2.7 ± 0.7 点であった。この点数に男
女間で差は認められなかった。
身体活動量と質問紙調査の各回答項目との関連
性を検討したところ、男女とも、歩数は生活自己評
価点との間に有意な相関が認められ、歩数の多い
表 4.　形態、質問紙調査の回答項目、生活自己評価点、身体活動量の相関
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C. 検討 3 について
現在の生活に対する学生の自己評価の指標として
今回用いた「生活自己評価点」について、他の測定・
調査との関連性を検討したところ、既述のとおり、
男女とも歩数との間に相関が認められたほか、「運
動・スポーツの実施状況」との間にも有意な相関が
みられ、運動・スポーツをよく行っている者ほど生
活自己評価点が高かった（男子：	rs=0.575,	p=0.010	
;	女子：	rs=0.483,	p=0.005）。さらに女子では、既述
の総エネルギー量、運動量の他に、「定期的な運動
をしたいと思っているか」との間においても有意
な相関が認められ、定期的な運動をしたいと思っ
ている者ほど生活自己評価点が高かった（rs=0.569,	
p=0.001）。
そこで、どの要因が生活自己評価点に強く影響を
及ぼしているのかを検討するために、生活自己評価
点を従属変数、形態（身長、体重）、質問紙の各回
答項目および身体活動量を独立変数としてステップ
ワイズ重回帰分析をおこなった。その結果、男子
では「定期的な運動をしたいと思っているか」が
有効な説明変数として選出され、その寄与率は約
34%であった（β =0.582,	R2=0.339,	p=0.009）。一
方、女子では歩数が有効な説明変数として選出され、
その寄与率は 57%であった（β =0.719,	R2=0.571,	
p<0.001）。
Ⅳ . 考察
A. 検討 1 について
近年、大学の体育授業の中で歩数計を活用した教
育活動や、大学生を対象としたセルフモニタリング
による教育効果に関する研究がおこなわれるように
なってきた 11-18）。
本研究では、まず「課題を通して生活を振り返る
ことができたか」という設問を用いて、今回実施し
た教育活動の学習効果を検討した。その結果、男女
間で回答に性差はみられず、男女ともに「どちらか
といえば振り返ることができた」と回答した者が
多かったことから、今回の LCおよびセルフモニタ
リングシートを用いた教育活動が自己の生活の振り
返りのための学習として概ね好意的に受け入れられ
たことが推察された。今回、課題の最後に書かせた
学生の感想のうち、「とても振り返ることができた」
と回答した学生のものを見てみると、「今回の課題
は自分の生活を振り返るよい機会だったと思いま
す。（中略）自分がいかに運動不足かを実感しまし
た。他にも平日は夜遅くまで起きていて、土・日は
昼過ぎまで寝ているのを見て、確実に生活リズムが
狂っていると思いました。（中略）でもこのままで
は確実に良いことは何もないと思うので、少しでも
改善できるように努力したいと思います」（18 歳女
子	生活自己評価点：	2 点）や、「運動していない日
は全くといってよいほど動いていないと思った。車
で通学をしているし、バイトをしていたら運動する
時間も、勉強をする時間もとても短かったり無かっ
たり。曜日別に見ると、月曜日が圧倒的に少ない。
月曜は 5限までバイトもなく遊びに行ってしまうか
らだと思うが、1日に 1万歩も歩かないのは健康的
でもないし良くないと思った。（中略）今回の結果
を見て、毎日、定期的に運動したいと思った。もち
ろん学生である以上、勉強の方も少しはやらなけれ
ばいけないと思った」（22 歳男子	生活自己評価点：	
3 点）といったように、学生が自己の生活を客観的
に観察・分析したことがうかがえる感想が見られた。
このような感想は、「どちらかといえば振り返るこ
とができた」と回答した学生にもみられたことから、
今回の教育活動が自己の生活習慣を客観的に見直す
プログラムとして有用であったことが示唆された。
栗田ら 14）は歩数計を用いた歩行習慣のセルフモニ
タリングによって、歩行や運動に対する意識、習慣
が改善することや、精神的に活気をもつようになる
ことなどを報告していることからも、今回実施した
LC教育活動は、生活習慣についての学習や行動変
容のために有効であると考えられた。
一方、少数ながら、「あまり振り返ることができ
なかった」「まったく振り返ることができなかった」
といった回答も見られたことから、プログラムとし
て不十分な点もあったと思われた。今回の調査では、
この教育活動における方法論を検討する調査項目を
質問紙調査に加えなかったため、問題点については
検討することができなかったことから、今後、改善
点などについての調査項目を加えるなど、より詳細
に検討する必要があると思われた。
B. 検討 2 について
今回の調査により得られた学生の平均歩数は、
男子では 8268.1 ± 3631.0 歩、女子では 9967.3 ±
4433.2 歩であり、平成 24 年	国民健康・栄養調査 10）
の 20 歳代の歩数（男性 8059 歩、女性 6948 歩）と
比べて、本研究の結果は平日のみの値であるため単
純に比較することはできないものの、男子は同程度、
女子は約 3000 歩多い結果となった。また、大学生
278 名（平均年齢 19.7 歳）を対象とした栗田ら 14）
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の報告（男子 9013 歩、女性 9452 歩）と比べると、
本研究の対象である帝京科学大学学生の歩数は、男
子はやや少なく、女子は同程度であることがうかが
えた。女子の歩数が多かった理由として、詳細は不
明であるが、週に 3日以上の運動・スポーツ習慣の
あるものが男子では 1名（5.3%）のみであったのに
対し、女子では 5名（15.6%）であったことが影響
しているのかもしれない。
次に、質問紙調査の回答度数は全ての項目におい
て男女間で差はみられず、また生活自己評価点も男
女差は認められなかった。「現在の健康状態」につ
いては男女ともほぼ全員が「とても健康である」も
しくは「どちらかといえば健康である」と回答した
にもかかわらず、「現在の体力」において「とても
自信がある」と回答した者は0名であった。一方、「運
動・スポーツの実施状況」は男女ともほとんどが 1
週間に 3日未満であったにもかかわらず、「定期的
な運動をしたいと思っているか」では男女とも大半
が「やや思っている」もしくは「かなり思っている」
と回答したことから、自分自身のことを健康である
と感じつつも、大学入学以降は高等学校までの生活
と大きく変化し、アルバイトと勉学との両立などに
より特に運動習慣が低下し、体力に自信が持てなく
なっている者が多いことや、定期的な運動をしたい
とは思いつつも実施できていない者が多いことなど
がうかがえた。今回の結果を踏まえ、高等学校まで
の過去の運動・スポーツの実施状況や、行動変容ス
テージ 11,14,16-18）などを踏まえた調査・解析を行う必
要があると考えられた。
生活自己評価点は、男女間で有意差は認められず、
平均点はどちらも 5点満点中約 3点であった。この
ことから、生活習慣の振り返らせたうえで記載させ
た自己評価の点数は男女で偏りがなく、男女とも類
似した自己評価の傾向であったことがうかがえた。
さらに、身体活動量の多寡がどういった要因と関
連しているかを検討したところ、男女とも歩数が多
い者ほど自己の生活習慣を高く評価をしていること
が明らかとなった。また、男子では総エネルギー消
費量が多い者ほど今回の LC教育活動を通して生活
を振り返ることができていた。女子では歩数、総エ
ネルギー消費量、運動量が多い者は運動・スポーツ
をよく行っていることや、定期的に運動をしたい、
すなわち、運動習慣を確保したいという意思が強い
傾向がみられた。言い換えると、身体活動量が低い
者では、自己の生活習慣に対する評価が低いことや、
運動・スポーツの実施頻度が低い、運動習慣に対す
る意識も低い傾向があることから、身体活動量が低
い者に対する指導・支援の重要性が示唆された。
C. 検討 3 について 
「生活自己評価点」において、男女ともに自分自
身の生活に対し高い評価を行っている者では運動・
スポーツの実施頻度が高く、また、日常の歩数が多
いといった関連性が見られたことから、今回学生に
評価させた自己の生活習慣に対する点数（生活自己
評価点）は、運動習慣や、日常生活における実際の
歩数を反映しているものと考えられた。今回学生に
記載させた「生活自己評価点」は、「加速度センサー
内蔵歩数計を活用した教育活動」を通して学生自身
が生活習慣を振り返ったうえで付けたものであるた
め、学生自身が行ったセルフモニタリングおよび
LC個人結果による振り返りの総合的な自己評価を
反映しているものと思われる。また、既に述べたよ
うに、「生活自己評価点」は男子では「運動・スポー
ツの実施状況」および歩数と有意な相関が認められ、
女子ではさらにこれら 2項目に加えて「定期的な運
動をしたいと思っているか」および総エネルギー消
費量、運動量と有意な相関が認められたことから、
どういった要因が生活自己評価点に大きな影響を及
ぼしているのかをステップワイズ重回帰分析をおこ
ない検討した。その結果、今回調査した項目の中で
は、男子では「定期的な運動をしたいと思っている
か」が生活自己評価点に影響を及ぼしているという
結果であったが、その説明量は 34%程度にすぎな
かった。一方、女子では歩数が生活自己評価点に影
響を及ぼしていることが明らかとなり、57%を予測・
説明できることが示された。この理由としては、男
子では実際の生活習慣や身体活動量よりも「運動習
慣を確保したい」という意欲の有無が自己評価に影
響を及ぼしたのに対し、女子では「運動」のみなら
ず、アルバイトや通学などに代表される「生活活動」
も含めた日常生活全体の身体活動量の多寡が生活の
充実度につながり、生活自己評価点に反映されたの
ではないかと推察された。したがって、男子学生に
対しては、魅力ある運動・スポーツ系の部・サーク
ル活動を設定することや、保健体育実技科目の内容
の充実を図ることなどといったように特に運動面で
の意欲を高めさせること、女子学生に対しては、自
宅でダラダラ過ごすのではなく毎日大学に来るよう
な時間割を組ませることや学習カリキュラムの整備
を行うことなどが、学生への指導・支援として有用
なのではないかと考えられた。
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Ⅴ . まとめ
本研究では、帝京科学大学上野原キャンパスの学
生 51 名（男子：	19 名 ,	女子：	32 名）に対して LC
教育活動を行い、その効果を検討した（検討 1）。
また、得られた測定・調査結果から、特に身体活動
量の多寡との関連性に焦点を当てて学生の生活の実
態を明らかにするとともに（検討 2）、「生活自己評
価点」がどういった要因と関連しているのかについ
て検討を行った（検討 3）。
その結果、検討 1より、今回実施した LC教育活
動が自己の生活の振り返りのための学習として概ね
好意的に受け入れるものであり、かつ、自己の生活
習慣を客観的に見直すプログラムとして有用であっ
たことが推察された。次に検討 2より、男女とも歩
数が多い者ほど自己の生活習慣を高く評価をしてい
ることが明らかとなった。さらに検討 3より、男子
では、生活自己評価点は「運動習慣を確保したい」
という意欲の有無との関連が深かったのに対し、女
子では「運動」のみならず、「生活活動」を含めた
日常生活全体の身体活動量の多寡が生活自己評価点
と大きく関連していることが示唆された。以上の結
果より、今回実施した LC教育活動のような学生に
生活習慣の振り返らせることを目的とした学習や、
それによって得られた結果を活かして、身体活動量
が低い者に対して指導・支援を行うこと、および、
運動や生活活動の面から学生生活の充実を図ること
などが有効ではないかと考えられた。
ただし、今回実施した調査内容は、保健体育実
技・演習科目内の教育活動の一環として実施した
ため、非介入（コントロール）群を立てて比較す
ることができなかった。また、LC を長期間装着す
ることは学生にとって負担となるため、介入前後
での比較は行わなかった。今回、LC 教育活動の有
用性が示唆されたことから、LC の装着期間を今回
よりも短くして介入前後で縦断的に検討するなど、
今回とは異なる研究デザインで、意識や行動変容、
身体活動量の変化といった学習効果が生じるのか、
さらに、生活習慣の改善に伴い生活自己評価点が
向上するのかなど、より具体的に調査を行う必要
があると思われた。
また、本研究により実施した調査項目が運動・ス
ポーツ面に偏った内容であったために、今回調査を
行わなかった生活習慣などが学生の自己の点数に影
響を及ぼしている可能性は否定できない。特に、男
子では「定期的な運動をしたいと思っているか」の
説明量は 34%ほどしかなかったことから、他の生
活習慣との関連についても、今後、より詳細に検討
を進める必要があると考えられた。
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